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●ご意見、ご要望をお寄せ下さい 

 

桐
嶋
社
長
は
、
「
１
９
９
９
年
の
臨
界
事
故
後
よ

り
施
設
・
廃
棄
物
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
き
た
。
そ

う
し
た
対
応
が
ひ
と
段
落
つ
い
て
き
た
こ
と
。
廃
棄

物
処
分
に
関
す
る
法
的
整
備
が
進
ん
で
き
た
こ
と
か

ら
保
有
す
る
施
設
及
び
廃
棄
物
の
『
後
始
末
』
を
可

能
な
限
り
早
期
に
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
す
す
め

た
い
と
考
え
、
今
回
の
計
画
を
策
定
し
た
」
「
焼
却

対
象
物
量
は
、
液
体
（
油
類
）
約
１
０
０
㎥
（
ド
ラ

ム
缶
約
５
０
０
本
）
、
固
体
（
布
、
紙
、
木
類
）

（
ド
ラ
ム
缶
約
２
０
０
本
）
」
「
施
設
設
置
費
は
約

１
億
円
、
親
会
社
の
住
友
金
属
鉱
山
か
ら
融
資
を
う

け
る
」
と
概
要
を
説
明
し
ま
し
た
。 

 

１
９
９
９
年
に
茨
城
県
東
海
村
で
臨
界
事
故
を
起
こ
し
た
核
燃
料
加
工
会
社
Ｊ
Ｃ
Ｏ
が
、
事
故
後
も

保
管
し
て
い
る
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
焼
却
施
設
の
設
置
を
計
画
し
て
い
る
問
題
で
、
日
本
共
産

党
茨
城
県
委
員
会
と
「
茨
城
県
原
発
を
考
え
る
会
」
は
９
月
６
日
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
東
海
事
業
所
を
訪
れ
、
桐

嶋
健
二
社
長
、
東
海
林
敦
東
海
事
業
所
長
な
ど
か
ら
説
明
を
求
め
、
計
画
中
止
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。 

 

焼
却
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
Ｊ
Ｃ
Ｏ
と
県
・
村
が

結
ん
で
い
る
安
全
協
定
５
条
（
新
増
設
等
に
対
す
る

事
前
了
解
）
の
申
請
を
し
て
い
な
い
こ
と
に
関
し
て

桐
嶋
社
長
は
「
当
該
焼
却
設
備
は
設
備
の
更
新
で
あ

り
、
『
施
設
の
新
設
』
に
は
該
当
し
な
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
日
本
共
産
党
は
「
既
存
施
設

と
は
焼
却
機
能
が
違
う
こ
と
か
ら
更
新
で
は
な
く
新

設
で
あ
り
安
全
協
定
に
該
当
す
る
」
と
述
べ
ま
し

た
。 

 

日
本
共
産
党
は
「
液
体
や
可
燃
性
固
体
焼
却
の
環
境

へ
の
影
響
」
に
つ
い
て
質
問
。
桐
嶋
社
長
は
、
「
液
体

の
焼
却
で
の
排
気
は
『
高
性
能
フ
ィ
ル
タ
ー
』
で 

 
日
本
共
産
党
は
、
「
Ｊ
Ｃ
Ｏ
か
ら
３
５
０
メ
ー
ト

ル
以
内
な
ど
の
限
定
を
や
め
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き

る
説
明
会
の
実
施
」
を
要
望
し
ま
し
た
。
桐
嶋
社
長

は
、
「
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
て
、
ど
の
よ

う
に
説
明
会
を
行
う
か
検
討
し
て
い
る
」
「
８
月
28

日
付
で
文
部
科
学
省
の
施
設
設
置
許
可
書
を
受
領
し

た
。
工
期
は
８
カ
月
で
す
が
、
説
明
会
と
の
関
係
で

開
始
時
期
は
未
定
で
す
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
は
「
Ｊ
Ｃ
Ｏ
周
辺
は
民
家
や
お
店
が
あ

り
、
国
道
・
県
道
も
近
く
、
住
宅
付
近
で
の
焼
却
に
不

安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｃ
Ｏ
敷
地
で
の
焼
却
計
画

は
中
止
し
て
欲
し
い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。
桐
嶋
社
長

は
、
「
早
く
処
理
し
た
方
が
住
民
の
み
な
さ
ん
が
安
心

し
て
も
ら
え
る
と
思
う
」
「
固
形
物
に
つ
い
て
は
、
他

の
と
こ
ろ
で
処
理
し
て
も
ら
う
こ
と
も
検
討
し
て
い

る
。
液
体
は
、
現
状
で
は
、
自
社
で
や
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
は
「
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
国
民
合

意
の
処
理
基
準
は
未
確
立
で
あ
り
、
安
全
性
に
対
す
る

厳
し
い
基
準
が
必
要
で
す
」
と
の
べ
、
「
住
民
合
意
の

な
い
工
事
着
工
は
中
止
し
て
ほ
し
い
」
と
求
め
ま
し

た
。 

 

Ｊ
Ｃ
Ｏ
の
調
査
と
要
請
に
は
日
本
共
産
党
の
稲
葉
修

敏
県
書
記
長
、
う
の
周
治
衆
院
茨
城
４
区
予
定
候
補
、

大
名
美
恵
子
、
川
崎
篤
子
両
東
海
村
議
、
「
県
原
発
を

考
え
る
会
」
の
中
村
敏
夫
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

安
全
協
定
第
５
条
…
「
丁
（
事
業
所
）
は
、

原
子
力
施
設
及
び
こ
れ
と
密
接
に
関
連
を
有
す
る

施
設
を
新
設
し
、
増
設
し
、
変
更
し
、
又
は
こ
れ

に
係
る
用
地
の
取
得
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

事
前
に
甲
（
茨
城
県
）
及
び
乙
（
東
海
村
）
の
了

解
を
得
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
軽
微
な
も
の

に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
」 

ＪＣＯ（左側）に聞き取り調査をする（右から）中村、

大名、川崎、うの、稲葉の各氏 （９月６日、東海村） 

3.7
×
10

Bq
／
cc
以
下
に
な
る
」
「
フ
ィ
ル
タ
ー

に
は
、
濃
度
の
高
い
放
射
性
物
質
が
残
り
、
ま
た
ド

ラ
ム
缶
で
管
理
す
る
。
固
形
物
の
焼
却
灰
は
、
ド
ラ

ム
缶
表
面
空
間
線
量
は
１
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／

時
と
な
り
再
び
ド
ラ
ム
缶
で
管
理
す
る
」
と
答
え
ま

し
た
。 


